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太

宰

府

の

文

化

財
408

大
宰
府

「
梅
花
の
歌
」
と

　
　
　
　

大
伴
旅
人
の
宅
に
つ
い
て

お
お

 

と
も
の

 

た
び　

と

　

新
た
な
元
号
に
採
用
さ
れ
る
「
令
」
と
「
和
」
の
文

字
は
、
万
葉
集
の
「
梅
花
の
歌
」
が
典
拠
と
さ
れ
、

天
平
２
｟７
３
０
｠
年
の
大
宰
府
に
赴
任
し
て
い
た

大
宰
帥
｟
古
代
大
宰
府
の
長
官
｠
大
伴
旅
人
の
館

で
行
わ
れ
た
「
梅
花
の
宴
」
で
歌
わ
れ
た
32

首
の
歌

の
序
文
の
一
節
に
、
「
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑

く
風
和
ら
ぎ
」
と
あ
り
ま
す
。

　

「
梅
花
の
宴
」
は
、
奈
良
の
都
か
ら
大
宰
府
や
九

州
の
国
府
に
赴
任
し
た
官
僚
や
僧
侶
が
集
い
、
大

宰
府
の
長
官
で
あ
っ
た
大
伴
旅
人
の
宅
の
庭
で
行

わ
れ
た
観
梅
の
宴
の
こ
と
で
、
正
月
｟
現
在
の
２

月
｠
の
春
ま
だ
早
い
大
宰
府
で
の
歌
会
は
、
梅
花

を
た
た
え
、
歌
人
自
身
の
心
情
を
織
り
込
み
つ
つ
、

天
平
の
世
の
人
々
の
心
情
を
よ
く
伝
え
て
い
ま

す
。
後
に
万
葉
集
の
選
者
と
な
る
旅
人
の
子
で
あ

る
少
年
の
大
伴
家
持
は
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
宴
を

感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
「
梅
花
の
宴
」
の
舞
台
と
な
っ
た
大
伴
旅
人

の
宅
の
場
所
は
ど
こ
な
の
か
。
多
く
の
研
究
者
が

言
及
し
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
の
所
在
地
の
有
力

な
説
に
は
大
宰
府
政
庁
跡
の
北
西
に
あ
る
坂
本

八
幡
神
社
の
境
内
周
辺
、
政
庁
跡
の
南
東
側
に

あ
る
月
山
東
地
区
官
衙
、
大
宰
府
条
坊
跡
内
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

「
梅
花
の
宴
」
と
は
別
の
機
会
に
旅
人
が
詠
ん
だ

歌
に

　

我
が
岡
に　

さ
雄
鹿
来
鳴
く　

初
萩
の

　
　
　

花
嬬
問
ひ
に　

来
鳴
く
さ
雄
鹿

｟
万
葉
集 

巻
八　

一
五
四
一
番
｠

　
【
訳
】
わ
が
岡
に
雄
鹿
が
来
て
鳴
い
て
い
る
。
初
萩
の

花
を
妻
と
し
て
訪
ね
よ
う
と
、
来
て
鳴
く
雄
鹿
よ
。

と
あ
り
、
丘
を
ひ
か
え
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
研
究
者
を
含
め
多
く

の
方
か
ら
注
目
が
集
ま
り
、
謎
の
旅
人
邸
は
太
宰

府
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
そ
う

で
す
。

　

な
お
、
こ
の
大
伴
旅
人
の
万
葉

歌
を
刻
ん
だ
歌
碑
は
坂
本
八
幡

神
社
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

文
化
財
課　

山
村　

信
榮

旅人の万葉歌碑

月山東地区官衙跡

坂本八幡神社

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

そ
ち

ば
い　

か

え
ん

よ

や
わ

う
た
げ

や
か

も
ち

つ
き 

や
ま

か
ん　

が

じ
ょ
う
ぼ
う

お
か

を　

し
か
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